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開催を終えて

開催をおえて

拝啓、残暑の候、貴社ますますご発展のこととお慶び申し上げます。
「第2回オーガニックライフスタイルEXPO WEST in 京都2025」への出展者の皆様、ご来場いた
だきました皆様、セミナー関連でご登壇いただきました講師の皆様、ご後援、ご協賛ご協⼒いただ
きました皆様、大変お世話になりました。沢⼭の⽅々のお⼒添えを頂いて大盛況で終了する事がで
きました。
2016年から始まりましたオーガニックライフスタイルEXPO（東京開催）は10年間継続を目標に
し、2025年10月に第10回目の開催を迎えることとなります。
また、昨年より西日本の開催拠点として京都の地で「オーガニックライフスタイルEXPO
WESTin京都」を開催し、昨年より会場規模を２倍に拡大し第２回目の開催を実現できた事は皆様のお
⼒添えがあってこそ実現できた事と心より感謝申し上げます。
手探り状態でスタートした京都開催も課題点や新たな目標も発見できた事で３回目の開催に向けて、更
なる発展を目指す所存です。
また、2021年にみどり法案が成立し、全国自治体がオーガニックビレッジ宣言として、オーガ
ニックな街づくりに各自治体が動きはじめた中、昨年の京都開催でスタートしたオーガニックビレッジ
連携会議では、オーガニックビレッジ推進の活性化と自治体連携を目的とし、様々な課題や解決に向け
た意見交換、成功事例等を共有する企画・開催し、高評価をいただいております。
今年も西日本各地からOV地域、オーガニックを積極推進されておられる県、各農政局様にご参加いただ
き、様々な議論を交わすことができました。また、ご参加自治体様と「オーガニックビレッジフレン
ズ」と題した自治体間連携を活性化するという意思を共有する事ができました。
その他、同時開催として15本の専門セミナー・シンポジウムを実施しそれぞれ盛況で終了することがで
きました。
私たちは皆様の役に立つオーガニックライフスタイルビジネスコンベンションの構築を目指したい
と考えております。業界全体が一堂に介し「国内のオーガニックライフスタイルビジネスの推進、
持続可能な開発目標の実現に向けて」「ローカル＆オーガニック」をテーマに国内・西日本を代表する
オーガニックライフスタイルコンベンションの構築継続を目指します。
オーガニックライフスタイルEXPOをきっかけに、皆様が益々のご発展・ご飛躍されますことを心
よりお祈り申し上げます。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

敬具
2025年6月吉日

一般社団法⼈オーガニックフォーラムジャパン

来場実績

第２回オーガニックライフスタイルEXPO WEST in 京都

■来場者数
2025年5月23日（日）晴れ／曇り 3,837名
2025年5月23日（日）曇り／雨 3,353名 合計7,190名（昨対比90.2%）

■出展者数
出展企業・団体・生産者 合計123社、130小間
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オーガニックライフスタイルEXPO 開催概要

【展示会概要】
名 称   第2回オーガニックライフスタイルEXPO in京都
テーマ 「オーガニック3.0を推進する～持続可能な開発目標SDGｓの実現に向けて」
会 期 2025年5月23日・24日／2日間開催 10:00～17:00
入場料 1,000円（税込）※紹介状持参／事前登録者無料
会 場 京都市勧業館みやこめっせ 第2展示場
主 催 一般社団法人オーガニックフォーラムジャパン（OFJ）
共 催 日本オーガニック会議
後 援 近畿農政局、岡山県、京都市、朝来市、宇陀市、尾鷲市、加東市、亀岡市、

京丹後市、大府市、養父市、新庄村、和気町、上郡町、高鍋町、
日本貿易振興機構（ジェトロ) 京都貿易情報センター

特別協賛 ムソー株式会社、株式会社風水プロジェクト、株式会社ヘルプ、株式会社坂ノ途中、
ホテルカンラ京都、株式会社西村機械製作所、合同会社ハンナリCHE

【協 賛】
株式会社アファス認証センター、IFOAM JAPAN、Animal Welfare Food Community Japan、
アースデイ in 京都、エシカルフードロスアライアンス、京都オーガニックアクション、学校法人
恵泉女学園大学、一般社団法人SEEDS OF LIFE institute、一般社団法人 次代の農と食をつくる会、
循環フェス、正食協会、一般社団法人 ソーシャルプロダクツ普及推進協会、一般財団法人 日本
GAP協会、一般社団法人ナチュラルライフ＆ビューティーアソシエーション、NPO法人 日本オー
ガニックコットン流通機構、（特非）日本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会（JONA）、一般
社団法人 日本オーガニック検査員協会、NPO法人 日本オーガニックコットン協会、日本有機農業
研究会、一般社団法人日本有機農産物協会、一般社団法人 日本サステナブル・ラベル協会、株式会
社やがて、NPO法人 有機農業参入促進協議会、有機農業の日委員会、Love Eats!! KYOTO Green 
Project、有限会社リーファース、LOHAS WORLD PLANNING OFFICE、サクラ食品工業株式会社

【協力】
読売新聞大阪本社、日本食糧新聞社、日本農業新聞、むすび／正食協会、ORGANIC PRESS、ビオ
ラジ～エシカルフードの舞台裏～、コープニュース、GON／グローバルオーガニックネットワーク

【同時開催】
・全国オーガニックビレッジ連携フォーラムＷest
・第2回キッズアワード京都～ぼくのわたしの食べ物の絵コンテスト

【主催者企画】
新規就農者生産者マルシェ、オーガニックレストラン ビレッジ、リアルオーガニックナチュラルコ
スメゾーン、エシカルファッション雑貨コーナー、米粉パビリオン、第2回オーガニックビレッジ
連携会議West、各種 講演、専門セミナー他

【主催者概要】
一般社団法人オーガニックフォーラムジャパン
会 長：徳江倫明
代表理事：秋元一宏
理 事：中村実代
理 事：渡邊竜史
東京本部事務局：東京都中央区八丁堀2‐22‐8 内外ビル七階
関西事務局：兵庫県丹波篠山市北新町39-13 ㈱やがて内
担 当：黒瀬啓介
Tel: 03-3523-0028 Fax: 03-3523-0861
E-Mail : info@ofj.or.jp
公式ホームページ：https://ofj.or.jp
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オーガニックライフスタイルEXPO 会場図

京都市勧業館みやこめっせ 第2展示場
約3,600㎡
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企画テーマゾーン
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企画テーマゾーン
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企画テーマゾーン
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オーガニックフードコート

“オーガニックをもっとポピュラーに！”そんな
想いで京都市内で活躍する飲食店とコラボして
フードコートを運営しました。
オーガニックの食材をシェフ達によって様々な
“美味しい”を彩っていただきました。

みどりの食料システム戦略・オーガニックビレッジ宣言の取り組みにお
いても、各地域にて有機米の推進が増えている中、有機のお米の食べ方
のバリエーションを増やすことで、様々な食のシーンで有機米の活用が
可能になります。
中でも注目される“米粉”について、その美味しさを決める重要な要素に
「製粉方法」にあります。（株）西村機械製作所が開発した「気流式微
粉砕」で製粉した“美味しい米粉”をテーマにしたパビリオンをつくりま
した。
（株）西村機械製作所の「気流式微粉砕機」の技術紹介をはじめ、気流
式粉砕で製粉をしてくれる製粉所や米粉食品の展示販売を実施。
また、期間中、米粉に関するセミナーも開催。

オーガニック米粉パビリオン



出展者一覧
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出展者一覧
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セミナー・イベント①

9



セミナー・イベント②
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セミナー・イベント③
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会場風景【開会式】
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開会式登壇者

・ご来賓 農林水産省 近畿農政局 相本 浩志 様

・ご来賓／オーガニックビレッジ宣言 京丹後市長 中山 泰 様

・出展者代表 食団連京都 代表理事 中谷 安志 様

・日本オーガニック会議実行委員長／株式会社金沢大地 井村 辰二郎 様

・主催者（一社）オーガニックフォーラムジャパン会長 徳江 倫明
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会場風景【セミナー・イベントなど】

オープニングシンポジウム

トークセッション セミナー

キッズアワード京都 シンポジウム

シンポジウム トークセッション
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会場風景【オーガニックビレッジ連携会議】

オープニングトークセッション 事例報告会 事例報告会

円卓会議 円卓会議 円卓会議

■オーガニックビレッジ連携会議
主催：（一社）オーガニックフォーラムジャパン 共催：日本オーガニック会議
17自治体+近畿農政局+東海農政局+日本オーガニック会議+オーガニックフォーラムジャパンが参加

【参加自治体】
愛知県大府市、大阪府泉大津市、岡山県、岡山県新庄村、岡山県和気町、京都府亀岡市、京都府京丹後市、
島根県 浜田市、鳥取県日南市、兵庫県朝来市、兵庫県加東市、兵庫県丹波市、兵庫県養父市、
宮崎県木城町、宮崎県高鍋町、奈良県宇陀市、三重県尾鷲市、兵庫県神戸市
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会場風景【出展コーナー】
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会場風景【企画展】

京都の一般飲食店の団体「食団連 京都支部」の主要メンバーとのコラボ企画

“Love Eats KYOTO Green Project”
オーガニック食材をもっと気軽に楽しんでいただき、一般生活者との距離を縮める事を目
的に京都市内の飲食店組合「食団連京都支部」の皆様にオーガニック食材を使用したライ
ブキッチンを運営していただきました。これをきっかけに、飲食店の通常営業時も少しづ
つオーガニック食材を使用してもらえるきっかけにも繋げていく取り組みです。

“伝統伝承コーナー”
古来、日本人の生活様式自体がオーガニック的であると
いう視点で、改めてその精神性、物や食のあり方を見直
し、日本文化=オーガニックをいう事を国内外へ発信し
ていく事を目的としたコーナーを企画。
今回は陶器と日本酒・煎茶を組み合わせた展示販売を実
施しました。
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会場風景【レセプション】

レセプション
-出展者懇親会-

会場ご提供：ホテルカンラ京都 様
料理担当：東川恵里子 氏
調理補助：NEOベジタリアン関係者様、瀧村幸男様、

ホテルカンラ京都シェフ
食材提供：

亀岡市様（有機農産物）
合同会社ハンナリCHE
ココウェル
山名酒造
但馬醸造
プレマ株式会社
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出展者アンケート

28.4%

41.8%

23.9%

6.0%

出展感想

大変満足している

満足している

まあまあ満足している

不満足

37.3%

34.9%

27.7%

来場者客層

商談目的 お買い物 情報収集

15.4%

32.3%
49.2%

3.1%

次回出展について

参加します 参加の方向で検討

これから検討 参加しません

141人

134人

130

132

134

136

138

140

142

1日目 2日目

ブース平均来場者

¥44,384 

¥57,412 

40000

50000

60000

1日目 2日目

平均売上
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来場者アンケート

35.2%

64.8%

来場者性別

男 女

25%

26%

43%

6%0%

家族構成

独身 夫婦のみ 親子1世代

5.1%
8.5%

16.5%

21.2%

27.1%

21.6%

来場者年齢

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

22.2%

73.6%

4.2%

来場目的

商談・情報収集 個人趣味買い物 両方

57.1%

36.9%

6.0%

開催内容

とても満足 まぁまぁ満足 普通だった
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出展者アンケート2

65.2%

29.8%

3.0%

0.2%

0.9% 0.9%

来場回数

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目以上

13.9%

51.3%

23.6%

8.3%

1.5%

0.2%

0.0%

1.2%

買い物金額

1000円以下 1000円～5000円 5000円～10000円

10000円～20000円 20,000円～30,000円 3万円以上

5万以上 10万以上

49.5%

15.4%

8.3%

26.7%

EXPOはどうやって知りましたか？

招待状 SNS メルマガ その他

13.9%

51.3%

23.6%

8.3%

1.5%

0.2%

0.0%

1.2%

買い物金額

1000円以下 1000円～5000円 5000円～10000円

10000円～20000円 20,000円～30,000円 3万円以上

5万以上 10万以上
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広報・パブリシティ【新聞掲載】

■読売新聞 記事協力
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広報・パブリシティ【新聞掲載】

■ J:COM 6月7日放送■日本農業新聞

■ ORGANIC PRESS■京都新聞
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制作物・広告掲載

ポスター制作

チケット制作



一般社団法人オーガニックフォーラムジャパン

〒104-0032 東京都中央区八丁堀2‐22‐8 内外ビル七階

E-Mail info@ofj.or.jp Tel：03‐3523‐0028 Fax：03‐3523‐0861
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